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Ⅰ.第３回検討準備委員会 概要                               

 

会議名 第３回日野市歯とお口の健康づくり基本計画検討準備委員会 

日時 平成２７年４月２３日（木） 19：00～21：00 

場所 生活・保健センター １階 予防接種室 

出席者氏名 座長 尾﨑 哲則 

委員 髙品 和哉、塩谷 武洋、五十里 一秋、池本 澄江、

宮沢 和美、横川 恭子、大泰司 正嗣、重山 直毅、

関 健史 

議題 １ 開会 

２ 資料確認 

３ 第２回委員会 議事要旨について  

４ 資料説明及びディスカッション 

(1)成人期(妊娠期含む) 

 ①歯周疾患及び歯の喪失予防の推進 

②歯とお口の健康の重要性についての理解の推進 

③歯周病と全身疾患の関連性についての普及啓発 

５ 事務局より連絡 

配布資料 ・次第 

・（資料１）第２回委員会 議事要旨 

・（資料２）日野市お口の健康診査流れ・勧奨通知一式 

・（資料３）歯周疾患検診 年齢別「対象者」「受診者」「受診率」 

・（資料４）再勧奨はがきについて 

・（資料５）かかりつけ歯科医の定義 

・（資料６）妊婦のかかりつけ歯科医 

・（資料７）かかりつけ歯科医決定別補助用具の使用と口腔状況の満

足度 

・（資料８）広報ひの(平成２６年１１月１日号 歯科コラム) 

・（資料９）お口のケアが全身をまもる・あなたのお口のメッセージ

(抜粋) 

・（資料 10）咀嚼力と栄養摂取バランスの関連 

・（資料１１）お口の健康診査検診票 
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Ⅱ.検討結果                                           

【成人期 (妊婦含む)】 

（１） 歯周疾患及び歯の喪失予防の推進 

（ア） 事務局より歯周疾患検診(お口の健康診査)の流れについて説明を行い、望ましい検

診間隔について等の議論がされた。 

（イ） なるべく早い年齢で、かかりつけ歯科医をもつきっかけを作ることが重要だという

意見があった。 

（ウ） 歯間ブラシの使い方などの指導面の充実を図り、良くやっていることを褒めること

が大事との意見があった。 

 

（２） 歯とお口の健康の重要性についての理解の推進 

（ア） お口の健康診査(歯周疾患検診)にお口の健康手帳を活用しての健康教育の充実を図

ることにより、歯科医院に継続的に通いかかりつけ歯科医の定着につながるという

意見があった。 

※お口の健康手帳とは＝15 年前に「八南歯科医師会」で作成されたもので、お口の

状態を書き留めることができる手帳である。 

（イ）少子高齢化で医療費を控えるためにも、子どもへの教育が大事との意見があった。 

（ウ）妊婦・産婦は子どもが中心となり時間がなく自分の健康への予防は後回しになって

しまうという意見があった。 

 

 

（３） 歯周病と全身疾患の関連性についての普及啓発 

（ア） 歯周病は糖尿病をはじめとした全身疾患との関連性があり、歯周病を予防すること

で全身の健康につながる。このことを正しく理解している市民を増やすにはどのよ

うな対策が打てるかの議論があった。 

（イ） むし歯や歯周病にならないアプローチをしていくことにより、自分の歯で食べ咀嚼

できることにより多くの栄養素が取り込めるといった意見があった。 

 

（４） 喫煙について 

 

（５） 口腔がんについて 

 

（６） その他 
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Ⅲ.検討結果の経緯                                    

（１）歯周疾患及び歯の喪失予防の推進   

（ア） 事務局より歯周疾患検診（お口の健康診査）の流れについて説明を行い、望ましい

検診間隔について等の議論がされた。 

 

 

 １０年に一度では口腔状況が悪化してしまうので、５年毎に受けられるのが望ましい

との意見があった。 

 有料やダイレクトメールを出していない市は受診率が低い、東京都内はほとんど一部

負担金はない現状であるとの意見があった。 

 日野市のお口の健康診査の特徴は、歯が無い方の入れ歯の具合を診ていることという

説明があった。 
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（１） 歯周疾患及び歯の喪失予防の推進 

（イ） なるべく早い年齢で、かかりつけ歯科医をもつきっかけを作ることが重要だという

意見があった。 

 

 

 再勧奨通知を出すことにより、若い世代も受診率増加に効果があることが示された。 

 高齢になると口から食べられないことが体力を落としていく致命的な原因になるので、

遅くとも４０代にはかかりつけ歯科医をもって歯周病に対する意識をもってもらえた

らという意見があった。 
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（１）歯周疾患及び歯の喪失予防の推進 

（ウ） 歯間ブラシの使い方などの指導面の充実を図り、良くやっていることを褒めること

が大事との意見があった。 

 

 

 歯間ブラシの使い方などの指導面の充実を図り、良くやっていることを褒めること

が大事との意見があった。 

 お口の健康診査後、8 割位の方は治療や歯科指導が必要であるという説明があった。 
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（２） 歯とお口の健康の重要性についての理解の推進 

（ア） お口の健康診査(歯周疾患検診)にお口の健康手帳を活用しての健康教育の充実を図

ることにより、歯科医院に継続的に通いかかりつけ歯科医の定着につながるという

意見があった。 

(※お口の健康手帳とは 15 年前に「八南歯科医師会」で作成されたもので、お口の

状態を書き留めることができる手帳である。) 

 

 
 家族の健康を一番意識している母親にお口の健康手帳を使用してもらうことにより、

子どもや父親のお口の健康に関する意識の向上につながるといった意見があった。 

 手帳の存在を知らなかったのでもっと早く知りたかったという意見があった。 

 子どもには母子手帳の歯科のページを増やしてはどうかという意見があった。 

 子どもの手帳は、歯が抜けた等記録する内容があるほうが良いという意見があった。 

 歯科検診を行うと記録がバラバラになるので、お薬手帳のように、一つにまとまって

いるものがあれば利用しやすいとの意見があった。 
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（２）歯とお口の健康の重要性についての理解の推進 

（イ） 少子高齢化で医療費を抑えるためにも、子どもへの教育が大事との意見があった。 

 

 地域で実施しているさまざまな教室において、歯科は集客力が低いという意見があっ

た。 

 教育の中で、映像を見せ、視覚的に訴えることが意識をもつきっかけになるという意

見があった。 
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（２）歯とお口の健康の重要性についての理解の推進 

（ウ）妊婦・産婦は子どもが中心となり時間がなく自分の健康への予防は後回しになって

しまうという意見があった。 

 

 

 女性は結婚すると引っ越しをすることも多く、かかりつけ歯科医を持っている妊婦は

全体の半分という結果が示された。 

 母親(妊婦含)が行く歯医者へ、家族も行くことが多い傾向があるので、まず母親がかか

りつけ歯科医を持つことが大事であるとの意見があった。(医科でも同じ傾向) 
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（３）歯周病と全身疾患の関連性についての普及啓発 

（ア）歯周病は糖尿病をはじめとした全身疾患との関連性があり、歯周病を予防すること 

で全身の健康につながる。このことを正しく理解している市民を増やすにはどのよ 

うな対策が打てるかの議論があった。 

 

 

 

 歯周病を良くしていくと糖尿病をコントロールしやすくなるという意見があった。 

 特定健診のお知らせを出す際に、かかりつけ歯科医を持ちましょうというパンフレッ

トを入れて欲しいという意見があった。 

 

 

東京都福祉保健局    平成２２年２月発行  歯周病と糖尿病と不思議な関係 
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（３）歯周病と全身疾患の関連性についての普及啓発 

（イ）むし歯や歯周病にならないアプローチをしていくことにより、自分の歯で食べ咀嚼 

できることはより多くの栄養素が取り込めるといった意見があった。 

 

 

 
 

 

 

 良く噛める子は、日ごろからバラエティーに富んだバランスの良い食事を摂っている

という意見があった。 

 栄養系や歯科が連携した研究で、食べる量が多く早食いの方は太ることが確認された。 

 歯があるが噛めない高齢者の対策の必要性について意見があった。 

 一生自分の歯で食べられることが重要という意見があった。 

 食べられる機能を維持していくには、むし歯や歯周病にならないアプローチが必要と

いう意見があった。 
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 (2)喫煙について 

 喫煙をしている場合、６０歳を過ぎると急に咀嚼力が低下してくることがあるという

意見があった。 

 タバコが関係する因子が早産や低体重児にも関係しているという意見があった。 

 

(3)口腔がんについて 

 タバコが口腔がんのリスク要因であるという意見があった。 

 一般の歯科医師では診断が難しいことがあるが、専門家であれば発見率は高いという

意見があった。 

 発現頻度は低いが、罹ると顔貌にも影響する病気であるという意見があった。 

 普及啓発の必要があるというご意見があった。 

 

(2)その他 

 企業内の歯科診療室が減っているという意見があった。 

 歯科の医療費が少ない人は全体の医療費も少ないという意見があった。 

 国保の特定健診に歯科の検診を入れて欲しいという意見があった。 

 妊婦・産婦は子どもが中心になり、自分のことは後回しになってしまう。また、歯科

医院はたくさんあるので選びにくいという意見があった。 

 予防と矯正は保険がきかないので費用も千差万別、継続的に自分が通える歯医者を探

すことが困難であるという意見があった。 
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＜資料２ 日野市お口の健康診査流れ・勧奨通知一式＞ 
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＜資料２ 日野市お口の健康診査流れ・勧奨通知一式＞ 
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＜資料２ 日野市お口の健康診査流れ・勧奨通知一式＞ 
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＜資料２ 日野市お口の健康診査流れ・勧奨通知一式＞ 
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＜資料３ 歯周疾患検診 年齢別「対象者」「受診者」「受診率」＞ 
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＜資料４ 再勧奨はがきについて＞ 
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＜資料５ かかりつけ歯科医の定義＞ 
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＜資料６ 妊婦のかかりつけ歯科医＞ 
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＜資料７ かかりつけ歯科医決定別補助用具の使用と口腔状況の満足度＞ 
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＜資料７ かかりつけ歯科医決定別補助用具の使用と口腔状況の満足度＞ 
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＜資料８ 広報ひの(平成２６年１１月１日号 歯科コラム)＞ 
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＜資料９ お口のケアが全身をまもる・あなたのお口のメッセージ(抜粋)＞ 
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＜資料９ お口のケアが全身をまもる・あなたのお口のメッセージ(抜粋)＞ 
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＜資料９ お口のケアが全身をまもる・あなたのお口のメッセージ(抜粋)＞ 
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＜資料９ お口のケアが全身をまもる・あなたのお口のメッセージ(抜粋)＞ 
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＜資料９ お口のケアが全身をまもる・あなたのお口のメッセージ(抜粋)＞ 
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＜資料 10 咀嚼力と栄養摂取バランスの関連＞ 
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＜資料１１ お口の健康診査検診票＞ 

 


